
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

参

議

院

国

土

交

通

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業
者
等
が
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
を
形
成
す
る
際
の
指
針
と
な
る
よ
う
、
新
た
な

国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
交
通
政
策
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
総
合
的
な
交
通
体
系
に
お
け
る
地
域
公
共
交

通
の
役
割
と
そ
の
在
り
方
を
明
確
に
示
す
こ
と
。

二

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
市
町
村
が
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
公
共
交
通
に
関
す
る
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
人
材
の
確
保
及
び
育
成
、
有
識
者
の
紹
介
、
財
政
的
支
援
等
、
必
要
な

支
援
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
協
議
会
を
組
織
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
住
民
、
利
用
者
、
公
共
交

通
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
、
円
満
に
合
意
形
成
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
助
言
・
支
援
を

行
う
こ
と
。

三

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
が
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
基
本
方
針

を
見
直
す
と
と
も
に
、
円
滑
な
合
意
形
成
が
可
能
と
な
る
諸
施
策
、
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す
る
予
算
措
置
、
融
資
制
度
等

の
支
援
措
置
の
拡
充
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
安
全
運
行
の

た
め
、
運
転
者
等
交
通
手
段
の
担
い
手
で
あ
る
公
共
交
通
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
及
び
育
成
、
労
働
条
件
の
改
善
に
十



分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

四

地
域
公
共
交
通
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
・
普
及
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
公
共

交
通
再
編
事
業
に
お
い
て
同
様
の
役
割
を
担
う
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録
、
監
査
等
に
つ
い
て
の
国
の
事
務
・
権
限
を

希
望
す
る
市
町
村
等
に
移
譲
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
輸
送
の
安
全
と
利
用
者
利
便
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
町

村
等
に
対
し
、
助
言
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
当
該
事
務
・
権
限
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
能
力
・
体
制
を
速
や
か

に
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
移
譲
後
も
輸
送
の
安
全
確
保
を
担
う
国
の
責
任
に
鑑
み
、
市
町
村
等
と
密
接
に
連

携
す
る
こ
と
。

五

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
へ
の
誘
導
方
策
及
び
自
動
車
交
通
量
の
削
減
方
策
と
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
導
入
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
空
間
の
有
効
活
用
等
の
措
置
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
公
共
交
通
の
活
用
を
促
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
等
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。

六

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
数
値
化
し
に
く
い
公
共
交
通
の
役

割
も
含
め
て
柔
軟
か
つ
適
切
に
達
成
状
況
の
評
価
を
行
え
る
よ
う
、
評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
。

七

地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
乗
継
ぎ
時
に
公
共
交
通
の
利
用
者
に
対
し
運
賃
の
割
高
感
を
与
え
る
初
乗
り

運
賃
制
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
共
通
乗
車
船
券
や
ゾ
ー
ン
運
賃
等
の
導
入
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
環
境
整



備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
情
報
化
進
展
の
成
果
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
情
報
通
信
技
術
の
さ
ら
な
る

開
発
・
導
入
を
、
安
全
面
で
の
検
証
を
前
提
に
、
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

八

大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
い
て
地
域
住
民
の
避
難
手
段
を
確
保
し
、
被
災
地
の
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
上
で
、
地
域

公
共
交
通
網
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
鉄
道
駅
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
う
地
域
公
共
交
通
に
関
連
す
る
施
設
の
耐
震
化
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
こ

と
。

九

交
通
の
機
能
と
都
市
の
機
能
と
は
、
相
互
に
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
立
地
適
正
化
計
画
や
、
「
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
基
本
計
画
と
の
連
携
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
助
言
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


